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結果 

図3: 練習前後のInter-stress intervalのRMS誤差 
(教師音声との差異)  

図4: 練習前後の対数F0の変化幅 

•  提案法は，実験参加者のInter-stress intervalを教師音声のものへ有意に近づけるが，文字
と音声のみの提示ではその効果が得られない． 

•  提案法は，実験参加者の対数F0の変化幅を有意に増加させるが，文字と音声のみの提示で
はその効果が得られない． 

実験方法 
•  実験参加者実験群と統制群 

•  実験群: 文字と音声のみ提示 
•  統制群: 動画教材を提示 

•  実験参加者: 日本語を母語とし，留学経験のない大
学院生・学部生計26名 

•  実施場所: 防音室 
•  文章 (Graham, 2008) 

1.  One,	  three.	  Look	  at	  me.	  Three,	  five.	  I	  want	  to	  drive.	  
2.  A	  bird	  has	  wings,	  two	  wings.	  One	  li=le	  bird,	  two	  

li=le	  wings.	  

目的 

ジャズ・チャンツ (Graham, 1978)  
•  英語のリズムを楽しく学ぶことができるよう考案された
教授法 

•  日本でも利用が広がっている 

ジャズ・チャンツによる英語学習を支援する動画
教材を開発し，その効果を評価 

本研究にて提案した視聴覚教材の発案者である甲南大学知能情報学部卒業生 伊藤敢さん，予備実験を担当した同 大野恵利さんに感謝します． 

マーカー：音声と同期して線上を移動 
強勢の位置でマー
カーが上下に移動 

図1: 提案法のスクリーンショット 
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統制群 実験群 

統制群 実験群 

各群のRMS誤差の差を検定 (有意水準5%の分散分析) 
•  統制群 F (1,20) = 1.57, p = 0.22 有意差なし 
•  実験群 F (1,22) = 5.69, p < 0.05 有意差あり 

文章1と2の変化幅の差を検定 (有意水準5%の分散分析) 
•  統制群 F (1,24) = 0.01, p = 0.91 有意差なし 
•  実験群 F (1,24) = 4.67, p < 0.05 有意差あり 

ステップ１ (統制群，実験群共通) 

ステップ２ 

A.  PCの画面に文章１を表示し，教師音声をスピーカーで3回提示 
B.  画面上の文章１を読み上げさせ，録音 
C.  文章１を練習 (教師音声は自由に再生可) ß 3分間 
D.  画面上の文章１を読み上げさせ，録音 

A.  PCの画面に文章２を表示し，教師音声をスピーカーで3回提示 
B.  画面上の文章２を読み上げさせ，録音 

D.  画面上の文章２を読み上げさせ，録音 

C.  文章２を練習 (教師音声は
自由に再生可)  

統制群 
C.  動画教材を使い文章２を
練習 (自由に再生可)  

実験群 
ß 3分間 

図2: 実験の流れ 

文章を表示 (強勢
位置に * ) 

比較 

比較 


